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この製品は、所定のセットアップをすべて実行すること
により、欧州規制適合製品となります 詳細について
は、DOC シート規格適合証明書をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は専門業務に従事するプロのオペレータが運
転操作することを前提として製造されています。この機
械は、集約的で高度な管理を受けているゴルフ場や
スポーツフィールドの芝生、あるいは商用目的で使用
される、面積の大きな芝生に対する作業を行うことを
主たる目的として製造されております。この機械は本
来の目的から外れた使用をすると運転者本人や周囲
の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

サービス、純正部品、または追加情報が必要な場合
は、製品のモデル番号とシリアル番号を用意の上、い
つでもToroの正規代理店に連絡してください。図 1にモ
デル番号とシリアル番号の表示位置を示します。いま
のうちに番号をメモしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g235770

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルと、ト
ラクションユニットのマニュアルの両方をお読みにな
り内容をよく理解してくださいこの製品を使用する人
すべてがこの製品とトラクションユニットについて良く
知り、警告の内容を理解するようにしてください。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 周囲の人や動物を機械から十分に遠ざけてくださ
い。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• マシンを停止させ、エンジンを止め、駐車ブレーキ
を掛け、キーを抜き取り、各部が完全に停止した
のを確認してから運転位置を離れる。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください「注意」、「警告」、および「危
険」の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

セーフティラベルや指示は危険な個所のオペレーターから見やすい部分に貼付してあります。破
損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼り直してください。

decal117-7052

117–7052

1. オペレーターズマニュアル を読むこと チェーン駆動部にオ
イルを塗らないこと。

decal100-3612

100–3612

1. 巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべてのガー
ド類を正しく取り付けて使用すること。

decal127-4235

127-4235

1. 巻き込まれる危険シャフト 可動部に近づかないこと。
2. オペレーターズマニュアルを読むことPTO速度と入力の方
向。

3. 使用しないときはラッシュケーブルをクリップで固定すること。
牽引車両から切り離した状態の時は、シャフトをラッチケー
ブルで支える。

decal117-7051

117-7051

1. 手足をつぶされる危険人を近づけないこと。
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decal92-1581

92–1581

decal92-1582

92–1582

decal117-7050

117-7050

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 警告 整備作業前にはエンジンキーを抜き取り、マニュアルを読むこと。
3. 警告講習を受けてから運転すること。
4. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

5. 手足に大怪我をする危険 周囲の人を遠ざけること。
6. 手足に大怪我をする危険 ― 使用しない時はスタンドで確実に支えること。
7. 車体から振り落とされる危険 ― 人を乗せないこと。

decal120-0625

120-0625

1. 手を挟まれる恐れあり 手を近づけないこと。
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decal121-6926

121-6926

1. タインの深さ深い 2. タインの深さ浅い

decal133-8061

133-8061
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – クレートからエアレータを取り出します.

ヒッチピン 2
2 リンチピン 2

下リンクアームを接続するSR54 と
SR54-S では出荷時にヒッチピンとリンチ
ピンを取り付け済み。

油圧上リンク 1
油圧ホース106 cm 1
油圧ホース76 cm 1
延長ブラケット 2
回転ブラケット 1

3
ホースのクイックカップラ 2

上油圧リンクを接続するモデル SR54,
SR70, SR72

深さゲージ 1
スライドブロック 1
ねじ#10 x ½") 2
ねじ¼ x 2½" 2
チューブクランプ 1
溶接プレート 1

4

深さ表示ステッカー 1

深さゲージを取り付けます。

スプリング付き上リンク 1
リンクピン 35
リンチピン 3

上リンクを接続しますモデル SR54-S,
SR70-S。

6 必要なパーツはありません。 – 上リンクの設定を確認します。

7 必要なパーツはありません。 – PTOの角度を点検します。

8 PTO シャフト 1 PTO シャフトの寸法合わせを行ないま
す。

9 PTO シールド 1 PTO シールドを取り付けます。

ピンPTO シャフトの付属品 110 ナットPTO シャフトの付属品 1 PTO シャフトを接続します。

11 必要なパーツはありません。 – スウェイリンクを調整します。

12 水準器別途入手 1 エアレータの左右の水平を調整します。

13 必要なタイン必要に応じて – タインを取り付けます。

14 必要なパーツはありません。 – タインの深さを設定する。

15 必要なパーツはありません。 – 保管用スタンドを外す。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ロックプレート 2
タップボルト 216
リテーナリング 2

ラッチロックを取り付ける。

CE用デカル 117 製造年表示ステッカー 1
CE用のデカルと製造年デカルを貼り付
けます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

スプリングワイヤSR54 と SR54-S) 6 交換用スプリングワイヤ

スプリングワイヤSR70 と SR70-S) 8 交換用スプリングワイヤ

スプリングワイヤSR72) 4 交換用スプリングワイヤ

スプリングワイヤSR72) 2 交換用スプリングワイヤ

PTOのオペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

1
クククレレレーーートトトかかからららエエエアアアレレレーーータタタををを取取取りりり
出出出すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. クレートからエアレータを取り出します。

2. エアレータ格納スタンドを出荷用パレットに固定
しているボルトを外し、パレットからエアレータ
を取り出す。

3. エアレータから格納スタンドを外す。スタンドは格
納用に保管しておく。

注注注 SR54-S と SR70-S には出荷用スタンドはつ
いておりません。

4. エアレータを床面に降ろすエアレータの前ローラ
を床面に接触させ、コアリングヘッドは角材で
支える。

2
下下下リリリンンンクククアアアーーームムムををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ヒッチピン

2 リンチピン

手手手順順順
1. PTOが解除されていることを確認する。
2. エアレータの直前までトラクションユニットを後退

で寄せ、下リンクアームを取り付けブラケットに
整列させる。

注注注 エアレータのギアボックスのシャフトがトラク
ションユニットの PTO シャフトと整列する芯が合っ
た状態になることが必要です。シャフトが整列し
ない場合は、下リンクアームの左右位置を調整し
て合わせてください。

3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させ、キー
を抜き取る。エンジンと可動部すべての動きが停
止するのを確認して運転席から降りる。

注注注地上高を最大にしておくために、エアレータの
ヒッチピンをブラケットに固定する時にはブラケッ
トの下穴に入れるようにしてください。高い方の
取り付け穴をいつ使用するかについては、10
PTO シャフトを接続する (ページ 15)を参照して
ください。

SR54 ととと SR54-S エエエアアアレレレーーータタタのののみみみ
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注注注 SR54 と SR54-S ではヒッチピンとリンチピンを
取り付けてあります。

4. 下リンクアームをエアレータ取り付けピンに、リン
チピンで取り付ける図 3。

g016127

図図図 3

1. エアレータ取り付けピン 3. リンチピン

2. 下リンク

SR70、、、SR70-S、、、おおおよよよびびびSR72エエエアアアレレレーーータタターーー
のののみみみ

5. 下リンクアームをエアレータ取り付けブラケットに、
ヒッチピンとリンチピンを使って取り付ける図 4。

g016183

図図図 4

1. ヒッチピン 3. 下リンク
2. エアレータの取り付けブラ

ケット
4. リンチピン

3
油油油圧圧圧上上上リリリンンンクククををを接接接続続続すすするるる

モモモデデデルルル SR54, SR70, SR72

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 油圧上リンク

1 油圧ホース106 cm

1 油圧ホース76 cm

2 延長ブラケット

1 回転ブラケット

2 ホースのクイックカップラ

手手手順順順
注注注 付属部品のカップリングがトラクションユニットに
合っていることを確認してください。合わない場合は、
トラクションユニットのメーカーから合うものを入手し
てください。

トラクションユニットは、コントロールレバー付きの複動
式ダブルアクティングスプールバルブと、後部クイックリ
リースカップリング12.7 mm (½")を備えている必要があ
ります。上側油圧リンクホース用にクイックカップリング
2個が付属していますホース端のねじは ½–14 NPTF。

以下の説明に従ってホースの取り付けを行い、延長
ホースや回転ブロックの必要性を判断してください。こ
こに挙げる情報は、エアレータの深さレンジを決める
手助けとなります。

1. トラクションユニットに付いているピンを使って、
油圧式上部リンクの接続リンクをトラクションユ
ニットに固定する図 5。
上側油圧リンクを、ロッド側端部がエアレータ側を
向き、シリンダポートがトラクションユニットの補助
油圧ポートに合うように、取り付ける。

注注注油圧シリンダのポートが上を向くような取り付
けしかできない場合には、通常の取り付けブロッ
クではなく、回転ブロックを使ってポートの位置
を合わせてください図 5。回転ブロックの代わり
に 90° フィッティングを使用することもできます90°
フィッティングはキットに含まれておりません。

以下の手順で回転ブロックを取り付ける

A. 通常の接続リンクをシリンダに固定している
コッターピンとピンを抜き取る図 5。シリンダ
から接続リンクを取り外す。

B. 外したピンを使って、回転ブロックをシリンダ
に取り付ける図 5。
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g010840

図図図 5

1. エアレータのヒッチピン 7. トラクションユニットのリン
クピン

2. 油圧式上部リンク 8. クレビスピンとリンチピン

3. 回転ブロック 9. 油圧ホース76 cm
4. 接続リンク 10. 油圧ホース106 cm
5. 3" 延長ブロック 11. ホースのクイックカップラ

6. 5" 延長ブロック 12. トラクションユニットの油圧
ポート

2. 長い油圧ホース106 cmを、エアレータに近い方
の上側油圧リンクポートに接続する図 5オイル漏
れを防止するために、ねじ部にはシールドテープ
やコンパウンドなどのシール材を使用すること。

3. 短い油圧ホース76 cmを、トラクションユニット
に一番近い上側油圧リンクポートに接続する図
5オイル漏れを防止するために、ねじ部にはシー
ルドテープやコンパウンドなどのシール材を使
用すること。

4. クイックカップリングを、油圧ホースホース端のね
じは ½–14 NPTFに取り付ける。オイル漏れを防
止するために、ねじ部にはシールドテープやコン
パウンドなどのシール材を使用すること。

5. クイックカップリングを取り付けた油圧ホース 2本
を、トラクションユニットの油圧ポートに接続する。

6. トラクションユニットのエンジンを始動し、スプー
ルバルブを操作して、油圧式上部リンクの油圧
シリンダの動きをチェックする。

注注注 トラクションユニットのレバー操作とエアレータ
の昇降動作が逆になっている場合には、トラク
ションユニット側で油圧ホースの接続を逆にして
ください。

7. リンクピンとリンチピンを使って、油圧式上部リン
クのロッド端を、エアレータのできるだけ前側の
穴に固定する図 6または図 7。

重重重要要要 油油油圧圧圧リリリンンンクククのののロロロッッッドドド端端端ををを固固固定定定すすするるるととときききににに、、、
取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッットトトののの取取取りりり付付付けけけ穴穴穴のののうううちちち、、、前前前側側側ののの
穴穴穴ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい こここれれれににによよよりりり、、、ロロロッッッドドドををを引引引ききき込込込

んんんだだだ際際際にににシシシリリリンンンダダダバババレレレルルルににに十十十分分分ななな空空空間間間ををを確確確保保保すすす
るるるここことととがががででできききるるるよよようううににになななりりりままますすす。。。

g016184

図図図 6
図は SR54 と SR70 の取り付け

1. シリンダのロッドの端部 3. リンクピン

2. リンチピン 4. エアレータのブラケット前
側の穴

g016185

図図図 7
図は SR72 の取り付け

1. リンチピン 3. リンクピン

2. エアレータのブラケット 4. シリンダのロッドの端部

油圧シリンダのロッドがブラケットにとどかない場
合には、通常の取り付けブロックではなく、延長
ブロックを使ってください図 5。

注注注 延長ブロックを取り付け、そのためにシリン
ダを縮めると、エアレータのタインヘッドが地上
近くまで下がります。
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以下の手順で延長ブロックを取り付ける

A. 通常の接続リンクをシリンダに固定している
コッターピンとピンを抜き取る図 5。シリンダ
から接続リンクを取り外す。

B. 外したピンを使って、必要な長さの延長ブ
ロックをシリンダに取り付ける図 5。

4
深深深さささゲゲゲーーージジジををを取取取りりり付付付けけけるるる

モモモデデデルルル SR54, SR70, SR72

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 深さゲージ

1 スライドブロック

2 ねじ#10 x ½")

2 ねじ¼ x 2½"

1 チューブクランプ

1 溶接プレート

1 深さ表示ステッカー

手手手順順順
1. スライドブロックの平らな面に深さゲージを取り付

けるねじ#10 x ½"2本を使用し、各部材を図 8の
ように配置する。

2. チューブクランプ、溶接プレート、およびねじ¼
x 2½"2本を使って、深さゲージを上リンクシリン
ダのロッドの先端部に仮止めする図 8。適当な
位置に自由に回せるようにクランプはゆるく止
めておくこと。

g024283

図図図 8

1. ねじ 5. 深さ表示ステッカー
2. 深さゲージ 6. シリンダ

3. ねじ2本 7. 溶接プレート
4. スライドブロック 8. チューブクランプ

3. デカルを取り付ける前に、シリンダーの上部が清
潔で乾燥しているようにする。

4. デプスデカルをシリンダ上部の操作位置から見
え、油圧ホースに隠れない位置に貼り付ける図
8。

注注注 デカルの端を、Jの字をエアレータに向けて
貼りつける。

5. 他のトラクションユニットやエアレーターコンポーネ
ントに干渉することなく、シリンダーロッドが完全
に伸縮できるようにする。デプスゲージを正しく配
置したら、取り付けネジを締める。

6. エアレータを試運転して実際の深さを調べ、そ
の深さがゲージの表示でどの位置になるのかを
確かめるようにする。

必要に応じ、シリンダを操作しながらエアレータを
深い設定J側または浅い設定A側に調整する。

注注注デカルの文字は特定の深さを表すものではな
い。
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5
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの上上上リリリンンンククク
ををを接接接続続続すすするるる

モモモデデデルルル SR54-S おおおよよよびびび SR70-S

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スプリング付き上リンク

3 リンクピン

3 リンチピン

手手手順順順
1. リンクピンとリンチピン 2本ずつをつかって、スプ

リング付き上リンクをエアレータのブラケットに
取り付ける図 9。

2. トラクションユニットの上リンクのロックナットをゆる
める。上リンクの長さを調節して、上リンクと、
エアレータのスプリング付き上リンクのクレビス
とを整列させる図 9。

g010966

図図図 9

1. スプリング付き上リンク 4. リンチピン

2. 上リンク 5. ロックナット

3. リンクピン

3. トラクションユニットの上リンクを、スプリング付き
上リンクのクレビスに接続し、リンクピンとリンチ
ピンで固定する図 9。

4. 上リンクチューブのねじ山部分にグリスを塗る。

5. 上リンクのスプリングの長さを測定する。

6. 上リンクを回してスプリングの圧縮長さをおよそ
13 mm にする図 9。

7. ロックナットを締めて上リンクを固定する。

6
油油油圧圧圧上上上リリリンンンクククののの設設設定定定ををを確確確認認認すすす
るるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

油圧シリンダを伸ばすとタインの打ち込み深さが大きく
なります。

1. 油圧シリンダを一杯に伸ばして、タインヘッドの
位置を決め、ヘッドが地面に接触するかどうか
を確認する。

注注注 アンジュレーションの強いターフでは、シリン
ダを調整することによってタインの打ち込み深さ
を一定に維持する起伏の頂上部でことができま
すが、この場合、タインヘッドが地表面よりも約
5 cm下になるようにする必要があります。
• ヘッドが地面に接触する設定ではターフを損
傷する恐れがあります。

タインヘッドが地表に当たる場合には、シリン
ダ端部の位置を調節してエアレータの上部をト
ラクションユニットに近づけてください。

• タインヘッドが地表に接触しない場合には、
延長ブラケットエアレータの付属品を上リンク
に取り付けると、タインヘッドを地表面に近づ
けることができます。

2. 油圧シリンダを縮めてタインヘッドを上昇させる。

重重重要要要 PTOををを接接接続続続すすするるる時時時ににに、、、必必必要要要以以以上上上にににエエエアアアレレレーーー
タタタををを上上上昇昇昇さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。高高高くくく上上上げげげすすすぎぎぎるるるととと
PTO シシシャャャフフフトトトののの継継継手手手部部部分分分ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす図図図 10。。。エエエアアアレレレーーータタタががが上上上昇昇昇しししたたたららら PTO ををを停停停
止止止さささせせせるるる。。。PTOははは 25°程程程度度度ののの角角角度度度まままでででははは折折折れれれ
たたた状状状態態態ででで運運運転転転ががが可可可能能能ででですすすががが、、、エエエアアアレレレーーータタタををを一一一番番番
高高高いいい位位位置置置にににしししたたた場場場合合合にににははは 35° にににまままででで達達達ししし、、、こここののの
角角角度度度ででで回回回転転転さささせせせるるるとととシシシャャャフフフトトトににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ががが発発発生生生
すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。
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g010803

図図図 10

1. ここが破損する。

7
PTOののの角角角度度度ををを点点点検検検すすするるる
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 PTOののの角角角度度度をををチチチェェェッッックククすすするるる前前前ににに、、、タタタイイインンンををを外外外すすす。。。
1. 床の上で、エアレータを一番低い位置にした状態

で、PTO とエアレータとの角度を調べる。
2. エアレータを上昇させ、上部リンクの油圧シリ

ンダを完全に縮める。

3. 傾斜計を使って、PTO とエアレータとの角度を
調べる。

4. 35° を超える場合には以下の 1のトラクションユ
ニット野調整を行い、エアレータが 35°以上に上
がらないようにする。

• トラクションユニットにリフトストップがついて
いる場合はそれを使用する。

• 下リンクを高い取り付け穴に移す可能な場合。

8
PTO シシシャャャフフフトトトののの寸寸寸法法法合合合わわわせせせををを
行行行なななううう

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 PTO シャフト

手手手順順順
1. エアレータとトラクションユニットを平らな場所に
駐車する。

2. エアレータを一番高い位置まで上昇させ、油圧
上部リンクの油圧シリンダまたは上部リンクを
完全に縮める図 11。

g010798

図図図 11

3. トラクションユニットの シャフト後端のロッキング溝
からエアレータのギアボックスの PTO シャフトの
ロッキング溝からまでの距離を測定する図 12。
測定結果をここに記録 例67 CM

g237884

図図図 12

1. ここを測る 2. ロッキング溝

4. エアレータを床に降ろし、油圧上リンクの油圧シ
リンダまたは上リンクを一杯に伸ばす図 13。
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g010807

図図図 13

5. トラクションユニットの シャフト後端のロッキング溝
からエアレータのギアボックスの PTO シャフトの
ロッキング溝からまでの距離を測定する図 14。
測定結果をここに記録 例70 CM

g237883

図図図 14

1. ここを測る 2. ロッキング溝

6. PTO シャフトの端にあるロッキングピンボールの
中心から、反対側にあるロッキングピンの中心
までの距離を測定する図 15。
測定結果をここに記録 例 81CM

g237882

図図図 15

1. ここを測る

7. 図 14 と 図 12 とのうち、小さい方の数値を、
図 15 の距離から差し引く。例 81 cm - 67 cm
= 14 cm

8. この例では、シャフトが 14 cm 長すぎるという
結果である。エアレータを一番高い位置に上げ
ても PTO シャフトに余裕があるように、1.2 cm
を加える。

例 14 CM + 1.2 CM = 15 CM

9. PTO シャフトのチューブ同士を完全に縮める。内内内
側側側のののシャフトが飛び出して外側のシャフトのクロ

ス部やベアリング部に入らないことを確認する図
16。もし入ってしまう場合には、内側チューブをさささ
らららににに切断する必要がある—次のステップへ進む。

10. 内側のシャフトが外側のシャフトのクロス部やベア
リング部に入っている深さを測定する図 16。この
値を、先ほどのステップ 8 で求めた値に加える。

g237881

図図図 16

1. 切断 2. 内側シャフト

11. PTO を 2 つに分離する図 17。
12. 各シャフトの端から安全シールドまでの距離を

測る図 17。
測定結果をここに記入 および

.

g237887

図図図 17

13. 手順 8 で決定した寸法位置を、各 PTO シャフト
のシールド上で測り、マーキングしてシールドを
切り落とす図 18と図 19。

注注注 内側のシャフトが外側のシャフトのクロス部
やベアリング部に突き出る場合にはより多くを
切り落とす。
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g237888

図図図 18

g237889

図図図 19

14. 手順 11 で決定した寸法を使って、安全シール
ドのみを切断し、各シャフト部分が露出するよう
にする図 20と図 21。

g237890

図図図 20

g237891

図図図 21

15. 各切断部のバリをヤスリでていねいに落とし、ヤ
スリによる研削粉もシャフトから十分に除去する。

16. 内側シャフトにグリスを塗布する。

注注注通常の使用状態においては、内側シャフトと
外側シャフトが 1/2ずつオーバーラップしているこ
とが必要である また、どのような使用状態の場
合でも、内側シャフトと外側シャフトが少なくとも
1/3ずつはオーバーラップしていることが必要であ
る。移動走行中でシャフトが回転していない時に
は、内外のシャフトが適切に一体化を維持でき、

また相互に自由に出入りできるように適切にオー
バーラップしていることが必要である。

9
PTO シシシーーールルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 PTO シールド

手手手順順順
1. エアレータのギアボックス後部についているボ

ルト、ロックワッシャ、平ワッシャ各 4個を外す
図 22。

g010849

図図図 22

1. PTO シールド 4. ボルト

2. 平ワッシャ 5. アクセスパネル

3. ロックワッシャ

2. いま取り外したボルト類を使用して、PTO シール
ドをエアレータのギアボックスに取り付ける図 22。
PTO シールドのアクセスパネル図 22を、上部
又は側部エアレータの構成によって異なるに合
わせる。
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10
PTO シシシャャャフフフトトトををを接接接続続続すすするるる
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ピンPTO シャフトの付属品

1 ナットPTO シャフトの付属品

手手手順順順

注注注 アクセスパネル図 22を開けると、PTO シャフトの取
り付けボルト類の着脱が容易になります。

1. PTO シャフトからピンとナットを外す図 23。
2. いま取り外したピンとナットを使って、PTO シャフ

トのクラッチ側の端部を、エアレータのギアボック
スの入力シャフトに接続する図 23。

注注注 ピンは一方向からのみ挿入可能です。

g010850

図図図 23

1. ギアボックスの入力シャフト 3. ピン

2. PTO シャフトのカップラ 4. ナット

注注注 PTO シールドのアクセスパネルは、開けたら
必ず閉めてラッチを掛けてください。

注注注 ピンが PTOのヨークに完全に入っていること
を確認する。

3. PTO シャフトをトラクションユニットの PTO シャ
フトに接続する図 24。

g007328

図図図 24

1. トラクションユニットの出力
シャフト

3. PTO シャフト

2. PTO シャフトのカップラ

4. PTO シャフトをトラクションユニットでできるだけ
前へ伸ばす。

5. ロック用カラーを後ろに引いて PTO シャフトを
固定する。PTO シャフトを前後にスライドさせて
ロック状態を確認する。

6. PTO シールドとトラクションユニットのブラケット
に、シールド安全チェーンを取り付ける図 25。
エアレータを昇降させてもチェーンに余裕がある
ことを確認する。

g010852

図図図 25

1. 安全チェーン

注注注 エアレータを高く持ち上げすぎないように、トラ
クションユニットの昇降アームは、昇降ブラケット
がある場合にはその一番上の穴に接続してくださ
い図 26。PTO シャフトの最大角度は 35° です。
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g010804

図図図 26

1. 一番上の穴

重重重要要要 PTO ををを接接接続続続すすするるる時時時ににに、、、エエエアアアレレレーーータタタををを必必必要要要以以以
上上上ににに高高高くくく上上上げげげななないいいでででくくくだだださささいいい。。。高高高くくく上上上げげげすすすぎぎぎるるるととと
PTO シシシャャャフフフトトトののの継継継手手手部部部分分分ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす図図図 27。。。エエエアアアレレレーーータタタををを上上上昇昇昇さささせせせるるる時時時ははは PTO ををを
停停停止止止さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。PTOははは 25° まままででで運運運転転転可可可能能能
ででですすすががが、、、最最最ももも高高高いいい位位位置置置ででであああっっってててももも 35° ををを超超超えええななな
いいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

7. PTOのシールドがクラッチと干渉しないことを確
認する。

g010803

図図図 27

1. ここが破損する.

11
スススウウウェェェイイイリリリンンンクククををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

適切に取り付けられた状態では、エアレータはトラク
ションユニットの PTO シャフトのセンターラインに整列し
ます。これをスウェイリンクで調整します。

重重重要要要 エエエアアアレレレーーータタタののの PTO シシシャャャフフフトトトとととトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
ののの PTO シシシャャャフフフトトトとととがががででできききるるる限限限りりり一一一直直直線線線上上上ににに整整整列列列すすするるる
よよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 左右のふれが各側で 25 mm以内となるように、
下昇降アームのスウェイリンクを調整します図
28。

g007333

図図図 28

1. スウェイリンク

2. 下リンクがエアレータ取り付けプレートに接触す
るまで下リンクを内側に移動する詳細について
はトラクションユニットのオペレーターズマニュア
ルを参照。

注注注 これにより、ピンへの負荷を小さくすること
ができます。

3. トラクションユニットに付いているのがスウェイリン
クではなくスウェイチェーンの場合は、下リンク
アームとリンチピンの間にワッシャを挟んでリフトピ
ンへのオーバーハング負荷を小さくしてください。
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12
エエエアアアレレレーーータタタののの左左左右右右ののの水水水平平平ををを調調調
整整整すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 水準器別途入手

手手手順順順
1. エアレータとトラクションユニットをしっかりした平

らな場所に駐車する。

2. エアレータのフレームの上部に水準器を左右方向
に置いて水平度を点検する図 29。

g010854

図図図 29

1. 水準器

3. 調整リンクボディが付いている場合は、これでリ
ンクアームを上下させて、エアレータを左右水
平にする。

注注注調整の詳細については、トラクションユニット
のマニュアルを参照してください。

13
タタタイイインンンををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

– 必要なタイン必要に応じて

手手手順順順
タインは非常に多くの種類から選択可能です。作業に
ふさわしいタインのタイプ、サイズおよび間隔を選んで

ください。使用できるアクセサリについては、パーツ
カタログをご覧ください。

1. スタンドやブロックでエアレータを確実に支える。

2. トラクションユニットのエンジンを止め、キーを
抜き取る。

3. エアレータに既にタインが付いている場合には、
クランプボルトをゆるめてそれらのタインを取り
外す図 30。

g016131

図図図 30

1. タイン 2. クランプボルト

4. 取り付けるタインに合った取り付け穴にタインを
差し込む。絶対に、大きな取り付け穴に細いタ
インを取り付けないこと。タインは穴の天井に当
たるまで確実に差し込むこと。

注注注中空タインの場合は排出穴を後方に向けて取
り付ける。むくタインは、先端の角をエアレータに
向けて取り付ける図 30。

5. クランプボルトを十分に締め付けてタインを固定
する。イイインンンパパパクククトトト式式式ののの工工工具具具ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

6. 新しいタインの角度設定 タインの角度の調整モデ
ル SR54, SR54-S, SR70, SR70-S (ページ 26)ま
たは タインの角度の調整モデル SR72 (ページ
26)を参照。

7. タインの取り付けが終了したあと、本ターフで実
際の作業を始める前に、試験区域で試運転を行
い、トラクションユニットのギアの選択や、エア
レーション作業穴開け間隔や作業後の見栄えなど
に関しての微調整を行い、イメージ通りの作業
ができるようにする。
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14
タタタイイインンンののの深深深さささををを設設設定定定すすするるる

モモモデデデルルル SR54-S おおおよよよびびび SR70-S

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タインの深さを設定する タインの深さの調整モデル
SR54-S と SR70-S (ページ 27)を参照。

15
保保保管管管用用用スススタタタンンンドドドををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

準準準備備備モモモデデデルルル SR54 おおおよよよびびび SR70
1. エアレータのローラを床から 7.5-15 cm 浮かせ

る。ローラの下に支持ブロックを置く。

2. 保管用スタンドとエアレータとを接続しているボル
トとロックワッシャとナットを取り外す図 31。

g010857

図図図 31

1. ボルト 3. ナット

2. ロックワッシャ 4. 格納保管用スタンド

3. 保管用スタンドを外す。

4. エアレータをトラクションユニットから外す際には
必ず保管用スタンドを使用する。

準準準備備備モモモデデデルルル SR72
1. エアレータのローラを床から 7.5-15 cm 浮かせ

る。ローラの下に支持ブロックを置く。

2. 保管用スタンドとエアレータとを接続しているボル
トとロックワッシャとナットを取り外す図 32。

g010967

図図図 32

1. ボルト 3. ナット

2. ロックワッシャ 4. 格納保管用スタンド

3. 保管用スタンドを外す。

4. エアレータをトラクションユニットから外す際には
必ず保管用スタンドを使用する。

注注注 スタンドを取り付ける際には、ローラプレート
の内側に取り付け、下フレームチューブがスタン
ドに載るようにすること。

注注注 SR54-S と SR70-S には出荷用スタンドはつ
いておりません。
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16
ラララッッッチチチロロロッッックククををを取取取りりり付付付けけけるるる

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ロックプレート

2 タップボルト

2 リテーナリング

手手手順順順
1. ラッチプレートの取り付け穴をサイドプレートの穴

に合わせて、フードラッチへの取り付け位置を決
める図 33。

g016161

図図図 33

1. リテーナリング 3. ラッチプレート

2. 取り付け穴 4. タップボルト

2. ラッチプレートをサイドプレートに固定するタップボ
ルトとリテーナリングを使用する図 33。

3. もう一方のフードラッチにも同じ作業を行う。

17
CE 用用用のののデデデカカカルルルととと製製製造造造年年年デデデカカカ
ルルルををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CE用デカル

1 製造年表示ステッカー

手手手順順順

CE規格基準に完全に適合するようにセットアップでき
たら、CE デカルと製造年デカルを、シリアル番号プ
レートの隣に貼りつけます図 34。

g237188

図図図 34

1. ここにデカルを貼り付ける
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製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

プププロロロコココアアア SR54 プププロロロコココアアア SR54-S プププロロロコココアアア SR70 プププロロロコココアアア SR70-S プププロロロコココアアア SR72

重重重量量量
PTOととと上上上リリリンンンクククををを含含含むむむ

528 kg 563 kg 623 kg 679 kg 948 kg

作作作業業業幅幅幅 1.37 m
(54")

1.37 m
(54")

1.85 m
(73")

1.85 m
(73")

1.83 m
(72")

穴穴穴あああけけけ深深深さささ可可可変変変 25 - 250 mm 25 - 250 mm 25 - 250 mm 25 - 250 mm 25 - 400 mm

穴穴穴あああけけけ間間間隔隔隔 64 - 102 mm 64 - 102 mm 64 - 102 mm 64 - 102 mm 75 - 150 mm

作作作業業業能能能力力力 3,345 m2/hr 3,345 m2/hr 4,460 m2/hr 4,460 m2/hr 3,530 m2/hr

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの
推推推奨奨奨サササイイイズズズ

16-18 hp 18 hp 25-35 hp 25-35 hp 45 hp

推推推奨奨奨ささされれれるるる
持持持ちちち上上上げげげ能能能力力力

544 kg 680 kg 771 kg 817 kg 1,270 kg

推推推奨奨奨ささされれれるるるカカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトト 70 kg 70 kg 115 kg 115 kg 135–225 kg

推推推奨奨奨ささされれれるるる
PTO 速速速度度度

400~460 rpm 400~460 rpm 400~460 rpm 400~460 rpm 400~460 rpm

実実実際際際ののの作作作業業業
速速速度度度 PTO 速速速度度度ががが
400 rpm のののとととききき

但但但ししし穴穴穴あああけけけ間間間隔隔隔ににによよよりりり異異異なななるるる

2.4-4.0 km/h 2.4-4.0 km/h 2.4-4.0 km/h 2.4-4.0 km/h 1.3-2.4 km/h

昇昇昇降降降シシシススステテテムムム 標準 3 ポイント 標準 3 ポイント 標準 3 ポイント 標準 3 ポイント 標準 3 ポイント

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリが
そろっており、機体の機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• 安全装置が正しく機能しているか、また安全ガー
ドなどが外れたり壊れたりしていないか点検してく
ださい。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず機体の点検を行い、タインが良好で
あることを確認してください。磨耗したり破損したり
しているタインは交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、エア
レーションの障害になりそうなものはすべて取り除
きましょう。

• 散水関係機器、電線、電話線など作業上問題に
なりそうなものはすべて、小旗を立てるなどして
適切にマーキングしてください。障害物は、可能
な場合は除去し、そうでない場合は避ける方法を
計画しておきましょう。

• 使用するトラクションユニットの能力をトラクションユ
ニットのメーカーや販売店などに確認してください こ
の重量のエアレータを確実に搭載操作できる能力
があることが必要です。

• 調整を行う場合には必ず、平らな場所に駐車し、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キーを抜
き取り、可動部が完全に停止したのを確認する。

アアアウウウトトトクククロロロススス トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトのののコココンンントトトロロローーールルル装装装置置置
アウトクロスについての詳細は、アウトクロストラクショ
ンユニットのオペレーターズマニュアルを参照してくだ
さい。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトのののコココンンントトト
ロロローーールルル装装装置置置
実際にエアレータの運転操作を始める前に、トラクショ
ンユニットの操作方法をよく知っておいてください。

• PTO 接続装置
• エンジン/PTO 速度
• 3 点ヒッチ上昇/下降
• 補助バルブの操作

• クラッチ

• スロットル

• ギアの選び方

• 駐車ブレーキ

重重重要要要運運運転転転操操操作作作にににつつついいいてててののの詳詳詳細細細はははトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転操操操作作作ののの概概概要要要
エアレータは、トラクションユニットの 3点ヒッチと機械
によっては上油圧リンクで持ち上げた状態で移動させ、
作業現場で下降させて使用します。

トラクションユニットからの駆動力は PTO シャフトとギア
ボックスおよび O リング駆動チェーンを通じてクランク
シャフトに伝えられ、そこからタインアームに伝達され
てタインが芝面に打ち込まれます。

PTOが作動し、エアレータが高架下状態でトラクション
ユニットが前進すると、ターフの表面に連続的に穴あ
けが行われます。

穴あけの深さは、油圧式上部リンクを伸ばすことによ
り、または、固定式上部リンクを希望する位置にセット
することによって設定します。

穴と穴の前後間隔はトラクションユニットのギア比又は
油圧走行ペダルの設定位置と、タインヘッドに取り付け
たタインの数によって決まり、エンジン回転数を変化さ
せただけでは穴あけ間隔は変化しません。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの PTO速速速
度度度
エアレータは、タインのサイズや重量によって若干の
差異はありますが、おおむねPTOの速度が 460 rpm
で運転するように設計されています。ほとんどのトラク
ションユニットでは、回転計で 540 rpm と表示されま
す。エンジンの回転速度と PTOの回転速度は比例関
係にありますから、400 rpm で作業をしたい場合に
は、以下の公式によって、必要なエンジン速度を求め
ることができます。

PTOの速度が 540 rpmのときのエンジンの速度 x 400÷540 =
必要なエンジン速度
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例 エンジンの回転速度が 2,700のときに PTOの速度
が 540 rpm となる場合には

2,700 x (400÷540) = 2,000 rpm

この例では、トラクションユニットのエンジン速度を
2,000 rpm とすることによりPTOの速度を 400 rpmにし
ています。

もし、PTO速度が 540 rpmの時のトラクションユニット
のエンジン速度が上記の例と異なる場合には、2,700
の代わりにその数値を入れて計算します。

重重重要要要長長長さささ 24.5 cm以以以下下下のののタタタイイインンンののの場場場合合合ののの PTO速速速度度度ははは
460 rpm、、、長長長さささ 24.5 cm ををを超超超えええるるるタタタイイインンンののの場場場合合合ののの PTO
速速速度度度ははは 425 rpm ででですすす。。。

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
プロコアを使って実際に作業を始める前に、広い安全
な場所で十分に運転操作に慣れておきましょう。所定
のギアでの走行やPTO操作、エアレータの上昇下降
操作などを十分に練習してください。始動、停止、エ
アレータの上昇下降、PROの ON/OFF だけでなく、
列をそろえて作業する練習なども必要です。運転に自
信が生まれれば実際の作業で機械の性能をよりよく発
揮することができます。

現場にスプリンクラーや電線などが埋設されていて、エ
アレーション中にこれらを打ち抜く危険がある場合には、
目印の小旗を立てるなど入念な準備をしてください。

注注注意意意
可可可動動動部部部ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

人人人身身身事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、運運運転転転席席席ををを離離離れれれるるる場場場合合合ににに
ははは、、、PTO ををを解解解除除除ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジ
ンンンををを停停停止止止すすするるるこここととと。。。まままたたた、、、エエエアアアレレレーーータタタののの整整整備備備・・・修修修理理理
ををを行行行ううう時時時にににははは、、、まままずずず機機機体体体ををを適適適切切切なななスススタタタンンンドドドややや台台台、、、
ジジジャャャッッッキキキなななどどどののの上上上ににに下下下ろろろすすすこここととと。。。整整整備備備等等等ががが終終終了了了しししたたた
ららら、、、全全全てててののの安安安全全全ガガガーーードドド類類類ををを確確確実実実ににに取取取りりりつつつけけけてててかかかららら
運運運転転転ををを再再再開開開すすするるるこここととと。。。

エエエアアアレレレーーーシシショョョンンンををを始始始めめめるるる前前前ににに
散水関係機器、電線、電話線など作業上問題になり
そうな地下埋設物はすべて、小旗を立てるなどして適
切にマーキングしてください。

エアレーションを始める前に現場の様子を十分に観察
し、作業の障害になるものはできるだけ取り除き、取り
除けないものがあれば、安全な作業方法を考えます。
タインが異物に当たって破損することがありますから、
予備のタイン、スプリングワイヤ、スプリング、および
工具を携帯するほうがよいでしょう。

重重重要要要後後後退退退走走走行行行中中中ややや、、、エエエアアアレレレーーータタタををを上上上昇昇昇さささせせせたたた状状状態態態ででで
ははは、、、エエエアアアレレレーーータタタををを作作作動動動さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• タインに手足を近づけないでください。

• 調整、清掃、格納、運転などの前には、平らな
場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停止し
たのを確認する。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずエンジンを停止し、各部の動きが完
全に止まるのを待って、タイン部分をよく点検してく
ださい。異常を発見したら、作業を再開する前にす
べて修理してください。

• エアレータは非常に重い機械です。トラクションユ
ニットに連結して上昇させた状態では、エアレータ
の重量のために、トラクタの安定性、ブレーキ、ハ
ンドリング性能などに影響が出ます。現場から現場
への移動に際しては安全に十分注意してください。

• トラクションユニットのタイヤ空気圧を常に正しく調
整して使ってください。

• 公道を走行する時には、必ず法令などで定められ
た装備を行ってください。リフレクタ、照明灯火など
定められているものがすべて所定の位置に取り付
けられ、正常に作動することを確認してください。

• 悪路では走行速度を落としてください。

• 左右のブレーキが独立している場合、移動走行時に
は左右のブレーキペダルを相互ロックしてください。

• PTO シャフトのスチール部分チューブ、ベアリン
グ、ジョイントなどの分解や修理を行う場合には、ト
ロ代理店にご相談ください。これらの部分の分解や
修理は特殊工具を必要とする場合があり、専門知
識のない人が作業を行うと、他の部分を破損させる
などする恐れがあります。
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• PTO シャフトは必ず付属のガードを取り付けて使用
してください。

• 摩擦クラッチ搭載機では使用中にクラッチが高温に
なる場合がありますクラッチに触れないでください。
火災を防止するため、クラッチの周囲には燃えやす
いものを置かないようにし、また、長時間にわたる
半クラッチ操作をしないように心がけること。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• トラクションユニットがどの程度の法面まで走行可
能なのかを必ず確認しましょう。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く読
み、作業日当日の現場のコンディションが作業に
不適当な状態でないかどうか判断してください。同
じ斜面上であっても、地表面の条件が変われば運
転条件が変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近くでは安全に十二
分の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝
に落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時
に転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

エエエアアアレレレーーーシシショョョンンンののの手手手順順順
重重重要要要マママシシシンンンををを長長長期期期にににわわわたたたっっっててて格格格納納納保保保管管管しししたたた場場場合合合にににははは、、、
PTO スススリリリッッップププががが正正正常常常ににに作作作動動動すすするるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささ
いいい。。。 PTO クククラララッッッチチチののの調調調整整整 (ペペペーーージジジ 34)ををを参参参照照照。。。
1. タインが一番下まで降りた時にタインの先端が地
表とほぼ同じ高さとなる位置まで、エアレータを
降下させる。

2. トラクションユニットのエンジンを低速回転させ
た状態で PTO クラッチを接続し、エアレータの
動作を開始する。

3. 所定の PTO 速度400 - 460 rpmで前進速度が
1-4 km程度となるようにギアを選択するトラクショ
ンユニットのオペレーターズマニュアルを参照。

4. クラッチから足を離し、トラクションユニットが前進
を開始するのに合わせてエアレータを完全に降
下させローラが接地、エンジンの回転数を上げ
て、PTOの最大回転数を 400-460 rpmSR72の
場合は 460 rpmとする。

重重重要要要 トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの PTO速速速度度度ははは必必必ずずず 460
rpm ををを超超超えええななないいい速速速度度度とととしししてててくくくだだださささいいい。。。超超超えええるるるとととエエエアアア
レレレーーータタタををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 エエエアアアレレレーーータタタののの作作作動動動中中中はははロロローーーラララががが常常常時時時接接接地地地ししし
ててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

5. 穴あけの状態を観察する。前後の穴あけ間隔
を広くしたければ、トラクションユニットのギアに
よって油圧走行の場合には油圧レバーやペダル
によって速度を上げる。穴の間隔を狭めたい場
合には、トラクションユニットのギアによって速
度を下げる。

重重重要要要 ギギギアアアををを変変変えええずずずにににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええてててももも間間間
隔隔隔ははは変変変化化化しししななないいい。。。

エエエアアアレレレーーータタタののの後後後方方方ををを頻頻頻繁繁繁ににに確確確認認認ししし、、、作作作業業業ののの様様様子子子
ややや畝畝畝がががそそそろろろっっっててていいいるるるかかかなななどどどををを確確確かかかめめめななながががららら運運運転転転
しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. トラクションユニットの前輪を目印として、隣のう
ねとの穴間隔を保持する。

7. うねの端まできたら、エアレータを手早く上昇さ
せ、エンジン回転数を落とし、PTOを解除する。

8. 狭い場所にバックで進入するティーなど場合に
は、PTOを解除し、エアレータを一番高い位置
まで上昇させる。

重重重要要要絶絶絶対対対ににに、、、後後後退退退しししななながががらららのののエエエアアアレレレーーーシシショョョンンンはははししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

9. タインが破損するなどした場合には、破片などを
すべて回収してから作業に戻らないと他のマシン
を損傷させるなどの恐れがあります。

10. 破損したタインは新しいものに交換し、既存のタ
インに異常がないか確認してから作業を続ける。
駆動部分などに破損が見つかった場合には、必
ず修理してから作業を再開する。
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深深深耕耕耕
トラクションユニットが前進する時のタインのすき起こ
し動作によって、土壌深部がほぐされて柔らかくなり
ます。エアレーション作業後のターフのプレーコンディ
ションは、ターフの生育状態、根の発達状態、土壌
の水分含有状態などさまざまな要素の影響により異
なってきます。

固固固いいい土土土壌壌壌
土壌が固すぎると、コアリングヘッドがバウンドするよう
に動きます。これは地中の固結層でタインが跳ね返さ
れているためです。この問題を解消するには以下の方
法のひとつまたは複数を行ってください

• 雨の降った翌日や、ターフに散水した翌日に作業を
行うと最高の結果が得られます。

• アーム1本あたりのタインの数を減らす。タインの
配置が対称形になるようにしてアームに掛かる負
荷を平均化する。

• 土壌の固結がひどい場合には、穴あけ深さの設
定を浅くする。エアレーション後にコアを回収し、
散水を行ってから、穴あけ深さを深く設定してもう
一度コアリングを行う。

非常に固い下層土壌の上に盛り土をして造成した場所
岩の多い土地の上にサンドや土を盛り上げたような場
合では、穴の形が悪くなる場合があります。これは客
土層の下の硬い層を、タインが貫通できなかったため
に起こります。土層の境界部にタインが当たるときにエ
アレータが持ち上げられてしまい、そのために穴の上
部の形が崩れるためです。このような場合には、深い
層を叩かないように、穴あけ深さを浅くしてください。

長長長いいいタタタイイインンン/大大大きききいいいタタタイイインンン
25 cm 以以以上上上
長いタイン/大きいタインを使うと、穴の前または後ろ部
分がわずかに変形する場合があります。

• このような場合には、コアリングヘッドの動作速度
を、最大速度よりも 10-15%遅くすると、たいてい
は改善されます。PTO駆動式のエアレータではエ
ンジン速度を落として PTO 速度を 400-420 rpm
に下げてください。

注注注 エンジン回転数を変化させただけでは穴あけ
間隔は変化しません。

• キャンバブラケットの位置により、穴の形が悪くなる
場合があります タインの角度の調整モデル SR54,
SR54-S, SR70, SR70-S (ページ 26)または タイン
の角度の調整モデル SR72 (ページ 26)を参照して
ください。

マママルルルチチチロロローーー複複複数数数列列列アアアダダダプププタタタ
ヘヘヘッッッドドド
複数列のアダプタヘッドを使用するときには PTO速度
を 400-420 rpm に下げてください。

注注注 エンジン回転数を変化させただけでは穴あけ間隔は
変化しません。

ルルルーーートトトゾゾゾーーーンンンののの持持持ちちち上上上がががりりり
マルチヘッドに太い中空タインを取り付けて使ったり、
太いむくタインを取り付けて使うと、ターフのルートゾー
ンに非常に大きなストレスが掛かります。そのために、
土がやわらかくなり、ターフが持ち上がってしまう場合
があります。このような問題が発生した場合には、以
下のような措置をとってください

• タインの密度を減らすタインの数を減らす

• 穴あけ深さを浅くする 13 mm浅くし、だめならさ
らに 13 mm

• 穴あけ間隔を大きくする トラクションユニットのギア
を段高い設定にする。

• タインの直径を小さくする むくでも中空でも
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タタタイイインンンののの角角角度度度ののの調調調整整整モモモデデデ
ルルル SR54, SR54-S, SR70,
SR70-S
リンクアームについている 2つの調整穴のうちのどちら
かを使って、使用するタインの長さに応じた角度を設
定する。すでに開けられている穴からのみ選択する。
使用するタインの直径が 17.8 mm - 25.4 mmの場合
は、バンパーをタインヘッド後部に一番近い位置にセッ
トする。土壌条件によってはヘッドから一番遠い位置図
35の方が好ましい場合もあります。
1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。
2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. タインヘッドにかかっているスプリングのテンショ
ンを解除する図 35。

g266002

図図図 35

1. スプリング 3. 調整穴
2. バンパーボルト 4. スプリングのピンとクリップ

4. リンクアームからバンバーボルトとバンパーを外
し、これらをもう一方の調整穴に差し込む図 35。

5. タインヘッドにスプリングのテンションを掛ける。

タタタイイインンンののの角角角度度度ののの調調調整整整モモモデデデルルル
SR72
キャンバブラケット図 36をタインの長さに対応した位置
にセットする。ヘッドストップは、1-5の所定位置に、穴
を選んで調整ロッドをボルト締めしてセットする。これら
の穴は事前設定のみ可能で、たとえば、場合によっ
ては、10"のタインを 12"位置で使うとより滑らかな仕
上がりとなったりします。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。
2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. タインヘッドにかかっているスプリングのテンショ
ンを解除する図 36。

4. キャンバブラケットの調整穴についているボルト
とナットを外す図 36。

g016132

図図図 36

1. キャンバブラケット 5. 254 mm10" タイン
2. 400 mm16" タイン 6. 356 mm14" タイン
3. 305 mm12" タイン 7. タインヘッドのピボット・ボ

ルト

4. 178 mm7" タイン 8. スプリング

5. キャンバブラケットを回転させ、アームについてい
る穴のうちの希望する穴に合わせてボルトとナッ
トを取り付ける。

注注注ボルトは、キャンバブラケットとプレートとを貫
通するように取り付けること。

6. タインヘッドにスプリングのテンションを掛ける。
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タタタイイインンンののの深深深さささののの調調調整整整モモモデデデルルル
SR54-S ととと SR70-S
タインの深さは、後ローラを上下させて変更すること
ができます。ローラの高さ調整は、ローラ高さ調整ボ
ルトで調整します。

注注注 出荷時の設定は A です。

g016181

図図図 37

• ポポポジジジシシショョョンンン A最大深さ
• ポポポジジジシシショョョンンン Bポジション A よりも深さが 38 mm 小
さくなる

• ポポポジジジシシショョョンンン Bポジション A よりも深さが 76 mm 小
さくなる

タタタイイインンンののの深深深さささののの調調調整整整SR54,
SR70, SR72
トラクタのエンジンを始動し、トラクタのスプールバル
ブを操作して、油圧式上部リンクの油圧シリンダの動
きをチェックする。

注注注油圧シリンダの動きがトラクタ側の操作と逆になって
いる場合には、ホースの接続をトラクタとの接続部分
で入れ替える。

エアレータを試運転して実際の深さを調べ、その深さ
がゲージの表示でどの位置になるのかを確かめるよ
うにする。

必要に応じ、シリンダを操作しながらエアレータを深い
設定J側または浅い設定A側に調整する。

注注注デカルの文字は特定の深さを表すものではない。

注注注 シリンダを伸ばすとタインの打ち込み深さが大きく
なります。

g010840

図図図 38

1. エアレータのヒッチピン 7. トラクタのリンクピン

2. 油圧式上部リンク 8. クレビスピンとリンチピン

3. 回転ブロック 9. 76 cmの油圧ホース
4. 接続リンク 10. 107 cmの油圧ホース
5. 3" 延長ブロック 11. ホースのクイックカップラ

6. 5" 延長ブロック 12. トラクタの油圧ポート
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ヘヘヘッッッドドドリリリタタターーーンンンスススプププリリリンンングググののの調調調
整整整
ヘッドリターンスプリングの強さを調整することができ
ます。スプリングをエアレータの前方に向けて移動さ
せるとスプリングのテンションが強くなります。すなわ
ち、スプリング取り付けポスト間の距離を大きくするこ
とになります。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。
2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. リンクアームにかかっているスプリングのテンショ
ンを解除する。

4. スプリング取り付けポストのボルトをリンクアーム
に固定するナットを取り外す図 39または図 40。

g024284

図図図 39
SR72

1. スプリング取りつけポスト 3. スプリング

2. ボルト

g024285

図図図 40
SR54, SR54-S, SR70, SR70-S

1. スプリング取りつけポスト 3. スプリング

2. ボルト

5. 取り付けポストのボルトを外して取りつけポストを
リンクアームから外し、これらをもう次の調整穴
に差し込む図 39または図 40。

6. スプリング取り付けポストのボルトをリンクアーム
に固定するナットを取り付ける。

7. リンクアームにテンションスプリングを取り付ける。

移移移動動動のののたたためめめののの運運運転転転
移動走行に移るときには、エアレータを上昇させ、PTO
を解除します。操縦不能に陥る危険をさけるため、急斜
面の横断はゆっくりと行い、ラフに入る時には必ず減速
し、アップダウンの大きな場所も十分注意してください。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行時時時ののの最最最高高高速速速度度度ははは 24km/h ををを限限限度度度ととと
しししてててくくくだだださささいいい。。。
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ヒヒヒンンントトト

注注注意意意
間間間違違違っっったたた使使使いいい方方方ややや整整整備備備不不不良良良ははは負負負傷傷傷なななどどどののの人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。

• 運運運転転転席席席ををを離離離れれれるるる前前前ににに、、、PTO ををを解解解除除除ししし、、、駐駐駐車車車
ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、キキキーーーををを抜抜抜
ききき取取取りりり、、、可可可動動動部部部ががが完完完全全全ににに停停停止止止しししたたたのののををを確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

• まままたたた、、、エエエアアアレレレーーータタタののの整整整備備備・・・修修修理理理ををを行行行ううう時時時にににははは、、、
機機機体体体をををキキキャャャスススタタタ/セセセーーーフフフテテティィィスススタタタンンンドドドににに下下下ろろろしししててて
くくくだだださささいいい。。。

• 整整整備備備等等等ががが終終終了了了しししたたたららら、、、全全全てててののの安安安全全全ガガガーーードドド類類類ををを確確確
実実実ににに取取取りりりつつつけけけてててくくくだだださささいいい。。。

• タインが異物に当たって破損することがありますか
ら、予備のタイン、スプリングワイヤ、スプリング、
および工具を携帯するほうがよいでしょう。

• エンジンスローで徐々にPTOを接続する。エンジ
ン速度を上げて PTOの回転数を 400-460 rpm 最
大速度に上げてエアレータを降下させる。エアレー
タが最もスムーズに動作するようにエンジンの速度
を調節する。

注注注 ギアシフトを変えずにエンジン/PTO速度を変え
ても油圧走行トラクションユニットの場合には、ペ
ダル位置を変えずにエンジン/PTO回転数を変えて
も前後の穴あけ間隔は変化しません。

• エアレーション中の旋回は非常にゆっくりていねい
に行う。PTOを動作させたままでの急旋回は絶対
にしない。エアレータを実際に着地させるまえに、
走行するコースを決めておくこと。エアレーションを
行ないながらの急旋回はエアレータとタインを破
損させる危険がある。

• 非常に硬い表面や登り斜面などでエンジン/PTOが
停止しそうになったら、エアレータをわずかに上
げてやり、パワーが戻ったらエアレータを完全に
着地させる。

• タインが地面に入るときにわずかに後ろに傾いてい
るとベストの仕上がりとなる。油圧式上部リンクを伸
ばすときには、タインヘッドがターフを叩かないよ
うに十分注意する。キャンバブラケットの事前設定
納品時にセットされていた穴をそのまま使用しても
ベストの仕上がりにならない場合がありうる。特に
芝草の根が浅い時にはそうなりやすい。このよう
な場合には、タインの傾きがより大きくなるように
設定を変えてみるとよい キャンバブラケットの別
の穴に変更してみる。

• 地表が非常に硬い時や非常に乾いている時のエア
レーションは避ける。雨の降った翌日や、ターフに散
水した翌日に作業を行うと最高の結果が得られる。

注注注 作業中にローラが地表から持ち上げられるの
は、地面が硬すぎてタインが完全に地中に入ってい

ないことが原因なので、ローラが持ち上がらない程
度まで打ち込み深さを浅くする。

• 土壌の固結がひどい場合には、穴あけ深さの設定
を浅くする。エアレーション後にコアを処理してか
ら、より深い設定で、できれば散水をしてから、
一度作業を行う。

• 後方を頻繁に確認し、作業の様子や畝がそろって
いるかなどを確かめながら運転する。一列だけ穴
が開かないのは、その列のタインが曲がったり破損
したりしていることが原因である。一畝ごとに穴あけ
状態を観察点検する。

• タインが破損するなどした場合には、破片などをす
べて回収してから作業に戻る。これを怠ると他のマ
シンを損傷させるなどの恐れがある。

• 破損したタインは交換するタインをよく点検する。
駆動部分などに破損が見つかった場合には、必ず
修理してから作業を再開する。
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運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 機体各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が十
分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

重重重要要要高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。グググリリリスススなななどどど
ににに水水水ややや異異異物物物ががが高高高圧圧圧ででで押押押ししし込込込まままれれれ、、、シシシーーールルルやややベベベアアアリリリンンングググ
ををを損損損傷傷傷さささせせせるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

1. 通常のホースと水で、ノズルを使使使わわわずずずににに機体全
体を十分に洗浄する。

• 落ちにくい汚れはブラシで落とす。

• カバー類はソフトな中性洗剤で洗う。

2. 清掃がすんだら、破損、オイルの漏れ、タイン
の摩耗など機体各部を点検する。

重重重要要要破破破損損損部部部ややや摩摩摩耗耗耗部部部分分分ののの修修修理理理ををを行行行ううう。。。

3. PTO シャフトのジョイント部とローラベアリングの
グリスアップを行う PTO シャフトとローラベアリン
グのグリスアップ (ページ 32)を参照。

4. タインを外して洗浄しオイルを薄く塗る。

5. コアリングヘッドのベアリングクランクとダンパリン
クにはオイルを薄く吹き付ける。

6. 各スプリングをきれいにし、黒鉛やシリコンなどの
ドライ系の潤滑剤を薄く吹きつけます。
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保保保守守守
推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 50 時間 • ギアボックスオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 駆動チェーンの張りを点検し、
• スプリングを点検する
• スプリングとタイン取り付けねじを洗って潤滑する。
• PTO が磨耗していないか点検する。

使用後毎回 • 機体の清掃と点検

50運転時間ごと
• ベアリングと PTO シャフトにグリスを補給します。
• ギアボックスの潤滑油を点検する。
• ベアリングを点検する。

500運転時間ごと
• ギアボックスオイルを交換する。
• ベアリングを点検し、必要に応じて交換する。

長期保管前

• タインホルダーの固定部に注油する。
• 50運転時間の定期整備を実施する。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• PTO クラッチのボルトをゆるめる。
• タインを取り外して洗う。
• よごれをすべて落とす。

1年ごと • PTO クラッチの調整 格納保管の前と後

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 整備や調整を行う場合は必ずマシンを停止させ、エ
ンジンを止め、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取
り、各部が完全に停止したのを確認してください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整備
作業は行わないでください。大修理が必要な場合
や援助が必要な場合は弊社ディストリビュータにご
連絡ください。

• ボルト・ナット類は十分に締めつけ、常に機械全体
の安全を心掛けてください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 車両のエンジンを作動させたままでチェーンの張り
の点検や調整をしないでください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 機体の下で作業をするときには、機体をブロックや
格納保管用スタンドで確実に支えてください。油油油圧圧圧
昇昇昇降降降装装装置置置だだだけけけでででエエエアアアレレレーーータタタををを支支支えええててて整整整備備備ををを行行行うううこここととと
ははは絶絶絶対対対にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• タインの取り付けボルトやナットが所定のトルクで締
め付けられているか、毎回点検してください。

• 機械の整備や調整が終わったら、全部のガードを元
通りに取り付け、フードを閉じて固定してください。
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マママシシシンンンををを持持持ちちち上上上げげげるるる

注注注意意意
確確確実実実ににに支支支えええななないいいとととマママシシシンンンががが動動動いいいたたたりりり落落落下下下しししたたたりりりしししててて
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを交交交換換換すすするるる場場場合合合なななどどど機機機体体体ををを浮浮浮かかか
せせせるるる必必必要要要がががあああるるるととときききにににははは、、、適適適切切切なななブブブロロロッッッククク、、、ホホホ
イイイススストトト、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどどををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

• コココンンンクククリリリーーートトトなななどどどのののしししっっっかかかりりりしししたたた床床床ののの上上上ににに駐駐駐車車車
すすするるるこここととと。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ前前前ににに、、、吊吊吊上上上げげげののの邪邪邪魔魔魔ににになななっっったたた
りりり整整整備備備作作作業業業にににににに不不不要要要なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトなななどどどははは全全全
ててて外外外すすす。。。

• トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの車車車輪輪輪ににに、、、必必必ずずず輪輪輪止止止めめめををを
掛掛掛けけけるるる。。。

• 必必必要要要ににに応応応じじじ、、、保保保管管管用用用スススタタタンンンドドドややや安安安全全全ラララッッッチチチなななどどど
ををを利利利用用用しししててて機機機体体体ををを確確確実実実ににに支支支えええるるる。。。

注注注 ホイストなどで車両を吊り上げて下からアクセスし
ても構いません。その場合、コアリングヘッドのアイを
吊上げポイントとして利用します図 41。十分な吊り上
げ能力のあるホイストを使ってください。仕様 (ペー
ジ 21)を参照。

g010859

図図図 41

1. コアリングヘッドのアイ

PTO シシシャャャフフフトトトとととロロローーーラララベベベアアアリリリンンン
グググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

グググリリリスススののの仕仕仕様様様 SAE汎用、高温グリス高圧用EPまたは
SAE 汎用リチウムグリス

PTO シャフトのジョイント3ヶ所図 42を参照

g007309

図図図 42

ローラベアリング2 または 4 ヶ所エアレータのモデルに
よって異なる図 43を参照。

g010861

図図図 43

Oリングチェーン— こここのののチチチェェェーーーンンンははは潤潤潤滑滑滑しししななないいいこここととと。。。
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ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
高品質 80W-90 ギアオイルまたは同等品

ギギギアアアボボボッッックククスススののの潤潤潤滑滑滑油油油ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと
1. 点検作業はギアボックスが十分に冷えてから
行ってください。

2. 内部に異物が侵入しないよう、補給プラグと点検
プラグの周囲をきれいに拭く。

3. ギアボックスの点検プラグを外す図 44。

注注注 ギアボックスに点検用プラグが 2 つ付いて
いる場合には、下側の点検用プラグで点検して
ください。

g010862

図図図 44

1. 通気・補給プラグ 3. ドレンプラグ

2. 点検プラグ

4. 点検プラグの穴のふちまで油量があればよい
図 44。

5. 不足している場合は、ギアボックス上部にある通
気・補給プラグを外して必要量を補給する。

6. プラグを取り付ける。

ギギギアアアボボボッッックククスススオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

500運転時間ごと
1. 内部に異物が侵入しないよう、通気/補給プラグ

およびドレンプラグの周囲をきれいに拭く図 44。
2. オイルが抜けやすいように通気/補給キャップを
外す。

3. ドレンプラグの下に廃油受け容器を置いてプラ
グを外す。

注注注 気温が低くオイル粘度が高い場合には、オ
イルが抜けるのに時間が掛かります最大30分
程度。

4. オイルが完全に抜けたら、ドレンプラグを元通
りに取り付ける。

5. ギアボックスに所定のギアオイルを入れる。各エ
アレータのギアボックスの容量は以下の表の通り

モモモデデデルルル ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル容容容量量量

SR54 1.9 リットル

SR54-S 1.9 リットル

SR70 1.9 リットル

SR70-S 1.9 リットル

SR72 3.8 リットル

6. 通気/補給プラグを取り付ける。
7. オイルの量を点検し、足りなければ注ぎ足す。

駆駆駆動動動チチチェェェーーーンンンののの点点点検検検/調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 必要に応じて調

整する。

• 駆動チェーンに摩耗や破損がないか点検する。

摩耗や破損がある場合は交換する。

• 駆動チェーンの張りを点検する。

全体で 13 mm 程度のたわみそれぞれの側で 6
mmがあれば適切。たわみが 13 mm でない場合に
は調整する 駆動チェーンの調整 (ページ 34)を参
照。

• 駆動チェーンが錆びていないか自由に動くか点検
する。錆びて動きが固い場合には潤滑を行う 駆動
チェーンの潤滑 (ページ 34)を参照。
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駆駆駆動動動チチチェェェーーーンンンののの調調調整整整
チェーンの張りを調整するには、メインのジャムナット
を少しゆるめ、ジャムロッドを希望方向に締め付けて
行ないます図 45 または図 46。チェーンが熱いうちは
張りの調整を行わないでください。

g010863

図図図 45
モデル SR54, SR54-S, SR70, SR70-S

1. 駆動チェーン 3. ジャムロッド

2. ジャムナット

g237989

図図図 46
モデル SR72

1. 駆動チェーン 3. ジャムロッド

2. ジャムナット

重重重要要要 チチチェェェーーーンンンををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささ
いいい 締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるとととギギギアアアボボボッッックククスススやややスススプププロロロケケケッッットトトををを損損損
傷傷傷しししままますすす。。。

駆駆駆動動動チチチェェェーーーンンンののの潤潤潤滑滑滑
駆動チェーンは錆びて動きが固くなったのでない限り
原則として潤滑しません。錆びついて動きが固くなっ
た場合にのみ、 ドライタイプの潤滑剤を軽く塗布してく
ださい。

PTO クククラララッッッチチチののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと 格納保管の前と後

警警警告告告
摩摩摩擦擦擦クククラララッッッチチチははは、、、使使使用用用中中中ににに熱熱熱くくくなななるるるここことととがががあああるるる。。。

触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。火火火災災災ををを防防防止止止すすするるるたたた
めめめ、、、クククラララッッッチチチののの周周周囲囲囲にににははは燃燃燃えええやややすすすいいいももものののををを置置置かかかななな
いいいよよようううにににししし、、、まままたたた、、、長長長時時時間間間にににわわわたたたるるる半半半クククラララッッッチチチ操操操作作作
をををしししななないいいよよようううににに心心心がががけけけてててくくくだだださささいいい。。。

1. シーズンの終了後、各クラッチナットを 2 回転
ゆるめる図 47。

g010847

図図図 47

1. クラッチナット 2. クラッチ

2. 新シーズンが始まったら、PTO を始動し、ク
ラッチを数秒間スリップさせ、その後に PTO を
停止する。その後、ゆるめてあったナットを 2回
転締め戻す。

注注注 クラッチを必要以上に長時間スリップさせな
いでください。

3. ナットを締めてもクラッチがスリップする場合には、
各ナットをもう 1/4回転ずつ締め付け、スリップし
なくなるまでこの調整を繰り返す。ナットを締め付
けすぎるとシャフトが破損するので注意すること。
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トトトルルルククク規規規定定定値値値
モデル SR54,

SR54-S, SR70,
SR70-S

SR72

クランクシャフト
のナット

1288 N∙m
131 kg.m=950 ft/lb

1627 N∙m
166 kg.m=1200 ft/lb

クランクピンのナット 1288 N∙m
131 kg.m=950 ft/lb

1288 N∙m
131 kg.m=950 ft/lb

ヒンジボルト 359 N∙m
359 kg.m=265 ft/lb

407 N∙m
359 kg.m=300 ft/lb

g010969

図図図 48

1. クランクシャフトのナット 3. ヒンジボルト

2. クランクピンのナット

スススプププリリリンンングググののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

スプリングのワイヤが交差したり折れたりしていないか点
検する図 49。スプリングのワイヤが交差したり折れたり
していると、ターフへの一定した穴あけができなくなる。

g010865

図図図 49

1. 正しいスプリングワイヤ 2. 交差しているスプリングワ
イヤ

注注注 エアレータには交換用のワイヤが付いています。
ワイヤは消耗部品です。

穴穴穴あああけけけ間間間隔隔隔ののの調調調整整整
前進方向の穴あけ間隔はトラクションユニットのギア比
又は油圧走行ペダルの設定位置によって決まります。

注注注 エンジン回転数を変化させただけでは穴あけ間隔は
変化しません。

左右方向の穴あけ間隔はタインヘッドに取り付けたタイ
ンの間隔によって決まります。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトかかからららののの切切切
りりり離離離ししし
1. 水平な場所に駐車する斜面は禁止。

2. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。
3. エアレータのローラを床から 7.5-15 cm 浮かせ

る。ローラの下に支持ブロックを置く。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

5. 運転席を離れる前に、エンジンを止め、キーを
抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
してください。

6. タインを外す。

7. 保管用スタンドを取り付ける。

8. 保管用スタンドが床につくまでゆっくりとエアレー
タを降下させる。

9. 上リンクをエアレータのブラケットに固定している
ピンを外す。外したピンはエアレータと共に保
管する。

また、油圧式上部リンク付きのエアレータでは、
油圧ホースと接続リンクをトラクションユニットか
ら外す。油圧ホースにキャップをはめる。これら
はエアレータと共に保管する。

10. PTO シャフトから安全シールドチェーンを外す。
11. ロック用カラーを後ろに引いてパワーシャフトを

PTO シャフトから外す。
12. PTOシャフトを戻し、トラクションユニットから外

す。

13. PTO シャフトが地面に落ちないように PTO安全
チェーンをエアレータに固定する。

14. 下リンクアームをエアレータのブラケットに固定し
ているピンを外す。外したピンはエアレータと共
に保管する。
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保保保管管管

格格格納納納保保保管管管時時時ののの安安安全全全
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 格納保管は、エアレータが沈んだり、倒れたりしな
いような固くて平らな場所で行ってください。

• 絶対に エアレータやその周囲で子供を遊ばせな
いでください。

機機機体体体ののの保保保管管管
エアレーションシーズンの終了後などエアレータを長期
間にわたって格納保管する時には、以下の予防整
備を行ってください

1. 機体や可動部にたまったごみやグリスをきれい
に取り除く。

2. タインを取り外して洗う。保管期間中のサビの発
生を防止するために、タインとタイン取り付け部
にオイルを塗る。

3. フードをあけ、内部をきれいに清掃する。

4. 全部のグリスアップポイントにグリスを注入する。

5. 付属品の保管用スタンドにのせ、乾燥した固い床
の上で保管する。

6. PTO クラッチのボルトを 2回転ゆるめる。
7. 破損防止のため、PTO の安全チェーンをエア

レータの保管位置に接続する、または、PTO を
外して、錆びないようにフードの中に保管する。

8. ローラを塗装し、他の塗装面に傷があればタッチ
アップ修理する。

9. 擦り切れたり破損したりしたステッカーを貼り替
える。

10. 固くて平らな屋内で保管する。屋内保管を行う方
がその後の保守整備の手間が少なくなり、機械
の寿命を延ばし、や中古価値も高めることができ
る。屋内保管が無理な場合は、厚いシートで機
体全体を覆い、しっかりと縛り付けて保管する。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. PTO速度が速すぎる。タインが長くて重
くなると、ヘッドにかかる遠心力が大き
くなる。

1. トラクションユニットのPTO速度を遅く
する。

スプリングが跳ねてヘッドを正常位置に引
き戻せない。

2. スプリングワイヤーが交錯または破損
している。

2. 交錯または破損したスプリングワイヤー
をチェックし、交換する。

丸い穴にならない。 1. 不適切なタイン角度またはトラクション
ユニットの対地速度。

1. タインの角度を調整するかトラクション
ユニットの走行速度を変える。起伏を考
慮して、エアレーターを平地レベルから
少なくとも5 cmは下げることができるよ
うにしてください。

1. スプリングワイヤーが交錯または破損
している。

1. 交錯または破損したスプリングワイヤー
をチェックし、交換する。

タインの穴あけ動作が不規則。

2. トラクションユニットのPTO速度が高す
ぎる。

2. トラクションユニットのPTO速度を遅く
する。

1. タインの深さが土壌の状態に対して低
すぎるように設定されている。

1. タインの深さを浅目に調整する。PTO クラッチのスリップがひどい。

2. PTOクラッチが調整不良か交換が必
要。

2. クラッチの調整手順の項を参照。PTO
クラッチを交換する。

タインがターフをめくり上げる。 1. 根の浅い芝生では、初めてエアレー
ションするときには頑丈なタインが必要
になる場合がある。

1. 初めてエアレーションするときは、頑
丈なタインを使う。

エアレータータインが完全に貫通していな
い。

1. 地面が固すぎてタインが完全に打ち込
めない。

1. 打ち込み可能な深さで穴あけを行い、
夜間に散水を行ってから深い穴あけを
行なう。希望する深さで穴あけができる
ようになるまでこれを繰り返す。

タインが割れる。 1. タインの深さが土壌の状態に対して低
すぎるように設定されている。

1. タインの深さを浅く調整し、エアレーショ
ンを続ける。

タインがヘッドにきちんと保持されない。 1. タインホルダーの留め具が緩んでいる
か、破損している。

1. タインホルダーのボルトを締め付け
る ジャムナットやインパクトレンチを使わ
ないこと。ボルトでタインを保持できな
い場合には、ボルトを交換する。

マシンを上昇させるとタインに土が付いてく
る。

1. PTOの解除が早すぎた。 1. PTO を解除する前にエアレータを上昇
させてタインを土から抜く。

ヘッドが回転しない。 1. 駆動システムの調整が正しくないか、コ
ンポーネントの交換が必要。

1. PTO駆動シャフトと駆動チェーンが正し
く動作していることを確認する。

トラクションユニットがエアレータをうまく持
ち上げられない。

1. トラクションユニットが不適切に配置され
ているか、容量を超えている。

1. トラクションユニットの昇降アームを 76
mm-100 mm エアレータに近づける。ト
ラクションユニットにエアレーターを持ち
上げる能力があることを確認する

油圧式上部リンクの動きがフワフワとスポ
ンジのような感じ。油圧をかけると短いス
パンで出入りする

1. 油圧トップリンクシリンダーまたはライン
に空気が入っている。

1. シリンダーまたはラインからエアを抜く。

1. クランクピンナットが振動で緩んでいる。 1. 緩んだり紛失した留め具を締めるか交
換する。

2. チェーンが緩すぎる。 2. チェーンを調整し、しっかりと固定され
るようにする。

3. メインアーム後部のフレーム下部のボ
ルトが振動で緩んでいる。

3. 緩んだり紛失した留め具を締めるか交
換する。

運転音がうるさい、ノッキングする。

4. ギアボックス液が不足している。 4. ギアボックス内の液体レベルを確認し、
必要に応じて液体を追加する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

油圧上部リンクのシリンダを一杯まで引き
込めないPTO シャフトがひっかかる。

1. PTOシャフトがトラクションユニットに対
して長すぎる。

1. PTOシャフトを適切な長さに切断する。

1. トラクションユニットはエアレーターに対
して軽すぎる。

1. トラクションユニットの前部にウエイトを
追加する。

搬送時にトラクションユニットを操縦するの
が困難。

2. タイヤの空気圧が低い。 2. タイヤの空気圧を確認し、必要に応じ
て調整する。

1. エアレーターはタインの上に置かれて
いた。

1. タインを取り付けた状態でエアレーター
を地面に置かないこと。

キャンバブラケットの破損

2. タインが地面から出たときにコアリング
ヘッドが実行された。

2. タインが地面から出ているときに、コア
リングヘッドを高速で長時間動作させ
ないこと。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

第第第65号号号決決決議議議っっっててて何何何?
第65号決議は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品の
メーカーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が
作成維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅
しており、毎年改訂されます。第65号決議の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

第65号決議は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記するこ
とを求めています。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォ
ルニア州政府は、第65号決議警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品
に何年も前から使用されてきておりますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちら
へhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all

第65号決議の警告は、以下のうちのどちらかを意味しています1ある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一
つないとされる基準を超えていることがわかった、または (2)製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

第65号決議警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。第65号決議警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラ
ン、八百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

第65号決議の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。第65号決議の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連
邦政府基準では表示義務がないが、第65号決議では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、第65号決議の基準では、一日当たりの鉛の排出
量が 0.5 マイクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には第65号決議ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• 第65号決議関連で裁判となった企業が、和解条件として第65号決議警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• 第65号決議の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、第65号決議基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないから
と言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toroでは、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供することとし
ております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表示義務
はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品に含ま
れる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえて第65号決議警告の表示を行うという選択をしております。これはま
た、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、第65号決議の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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